会　議　記　録

高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定により，次のとおり会議記録を公表します。

	会 議 名
	第８回高松市文化芸術振興条例検討委員会

	開催日時
	平成25年6月27日(木)午後5時～6時

	開催場所
	高松市役所4Ｆ　会議室

	議    題
	(1)高松市文化芸術振興条例(仮称)の基本的な考え方について
(2)その他

	公開の区分
	　　■　公開　　□　一部公開　　□　非公開

	上記理由
	

	出席委員
	鹿庭委員，鎌田委員，北岡委員，木ノ下委員，小西委員，坂委員，島田委員，佃委員，冨田委員，橋本委員，林委員，村川委員，若井委員
計13人(2人欠席)

	傍 聴 者
	     1人[四国新聞 記者]（傍聴席5人程度を確保）

	担当課および連絡先
	高松市文化芸術振興課　839－2636


	審議経過および審議結果

	会議を開会し，次の議題について協議し,下記の結果となった。

（１） 高松市文化芸術振興条例(仮称)の基本的な考え方について
事務局
１　総務課との協議による変更点等を説明
　・条例の目的＝「魅力に満ちた地域社会の実現に寄与すること」を目的とする。

・用語の定義＝

（文化芸術）接続詞による整理。

（学校）「学校教育法に準ずる各種学校等教育関係機関」を加えた。

（団体）「市内を活動の場とする」企業に限定し，また事業者は「企業」に含まれるとして削除
した。
・基本となる施策＝
（文化芸術の振興）および（文化芸術活動の支援）は，施策にあげるには大きすぎるので削除

し，市の役割責務の考え方に盛り込むことに。

　（新しい文化芸術の享受・尊重）では，言い回しを整理の上，考え方に反映。
　・推進体制＝

　（振興計画）および（審議会）を具体的に記載。

２　前文の説明
　・「文化芸術を振興することにより，市民等が心豊かに暮せる幸せな社会の実現

を目的とすること」を結び。
委員意見
１の変更点については意見なし。

２の前文について

・文化芸術振興条例だからこそ，文化芸術の振興を先決目的と考える。
・高松らしさとは何なのか。具体的に示すことで，未来に残すことができる。
・人の醸成に関わる表現方法を採ってほしい。

・文化都市高松を誇りとできる文言を組み入れることはどうか。

・もっとコンパクトに抽象的な表現でもいい。

事務局
　委員の意見を考え方に反映させ，また条文文言については総務課に相談の上，修正していく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２）その他
事務局
今後のスケジュールについて（予定）
　・平成25年9月上旬パブリックコメント

　・12月議会にかけ，条例制定

　・平成26年1月条例施行

　・2月基本計画審議会(仮称)立ち上げ

明日6月28日(金)午後3時から，橋本委員長と村川副委員長より市長への答申
　その他，委員から特に意見はなく，以上をもって，本日の会議を終了することと

した。

以　上





































